
平
成
２
２
年
度
の
飯
能
市

一
般
会
計
予
算
（
案
）
は
、

総
額
が
２
９
１
億
円
と
過
去

最
大
の
予
算
編
成
と
な
り
ま

し
た
。
増
額
の
主
な
も
の
は
、

児
童
手
当
と
子
ど
も
手
当
に

約
１
６
億
円
、
山
手
町
用
地

を
開
発
公
社
か
ら
市
が
買
い

戻
す
た
め
に
積
み
立
て
て
い

た
基
金
１
８
億
円
を
全
額
繰

入
れ
ま
す
。
さ
ら
に
不
足
分

は
財
政
調
整
基
金
か
ら
１
３

億
円
繰
入
れ
、
市
債
も
１
４

億
円
と
高
額
に
な
っ
て
い
ま

す
。
地
方
交
付
税
は
ほ
ぼ
昨

年
並
み
で
、
今
後
地
方
へ
の

財
源
保
障
が
新
政
権
の
中
で

ど
の
程
度
確
保
さ
れ
て
い
く

の
か
は
不
透
明
で
す
。
一
方
、

減
額
の
も
の
は
、
市
民
生
活

の
厳
し
さ
を
反
映
し
て
市
税

が
約
４
億
円
、
消
費
の
冷
え

込
み
で
交
付
金
が
８
０
０
０

万
円
マ
イ
ナ
ス
の
見
込
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
事
業
で
は
、
山

手
町
用
地
へ
の
新
図
書
館
と

総
合
保
育
施
設
が
平
成
２
５

年
４
月
オ
ー
プ
ン
予
定
で
、

２
２
年
度
は
設
計
の
予
算
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
た

だ
、
総
合
保
育
施
設
は
現
在

の
八
幡
保
育
所
と
第
一
保
育

所
を
統
合
し
て
、
定
員
を
１

５
０
人
と
す
る
計
画
で
、
市

民
の
合
意
形
成
と
余
裕
の
あ

る
施
設
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。さ

ら
に
生
活
支
援
策
と
し

て
、
第
４
次
緊
急
経
済
雇
用

対
策
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ

た
、
①
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
制
度
が
工
事
費
の
５
％
・

１
０
万
円
を
限
度
に
実
施
。

西
川
材
利
用
や
耐
震
補
強
工

事
に
も
拡
大
さ
れ
ま
す
。
②

未
給
水
地
域
の
解
消
は
大
き

な
課
題
で
し
た
が
、
現
状
の

「
共
同
給
水
」
へ
の
補
助
か

ら
「
個
人
」
も
対
象
に
し
て

補
助
内
容
の
拡
大
で
対
応
す

る
も
の
で
す
。
③
小
口
資
金

融
資
の
貸
付
利
率
を
現
行
１
・

５
％
か
ら
１
・
４
％
に
引
き

下
げ
。
④
国
の
臨
時
交
付
金

で
１
億
７
０
０
０
万
円
の
工

事
。
小
・
中
校
舎
、
公
園
遊

具
の
修
繕
、
市
道
の
舗
装
打

ち
換
え
工
事
な
ど
で
地
元
業

者
優
先
と
す
る
こ
と
な
ど
で

す
。
そ
の
反
面
、
問
題
だ
ら

け
の
「
全
国
一
斉
学
力
テ
ス

ト
」
を
、
国
も
規
模
を
縮
小

し
見
直
し
を
図
る
と
い
う
の

に
市
は
、
独
自
に
費
用
も
か

け
て
実
施
す
る
と
し
て
い
ま

す
。
２
３
年
度
に
は
第
二
小

学
校
と
精
明
小
学
校
の
給
食

室
を
廃
止
す
る
方
針
で
、
統

合
の
た
め
の
給
食
室
改
修
と

配
送
車
の
購
入
で
約
５
２
０

０
万
円
を
予
算
化
。
“
市
民

活
動
の
拠
点
”
と
し
て
「
ま

る
ひ
ろ
東
飯
能
店
」
の
フ
ロ

ア
ー
利
用
も
出
て
き
ま
し
た
。

共
産
党
市
議
団
と
し
て
、

こ
れ
ら
大
き
く
市
民
要
望
が

前
進
し
た
側
面
を
評
価
し
な

が
ら
、
見
逃
せ
な
い
市
政
の

問
題
点
を
し
っ
か
り
指
摘
し

て
奮
闘
し
ま
す
。

22
～
23
年
度
ま
で
の
飯
能

市
総
合
振
興
計
画
の
実
施
計

画
に
、
ま
る
ひ
ろ
東
飯
能
店

フ
ロ
ア
ー
の
借
り
上
げ
を
前

提
に
し
た
（
仮
称
）
市
民
活

動
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
が
載
っ

て
い
ま
す
。
事
業
費
は
未
定

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
実
施

年
度
は
22
年
度
に
施
設
整
備

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

あ
れ
だ
け
批
判
が
あ
っ
た

の
で
、
多
く
の
市
民
は
計
画

は
白
紙
に
な
っ
た
も
の
と
思
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

担
当
部
長
の
説
明
で
は
、

「
ま
る
ひ
ろ
と
協
議
が
整
い

次
第
、
事
業
化
を
図
り
た
い
」

と
し
て
い
ま
す
が
、
本
予
算

で
は
な
く
年
度
途
中
の
補
正

予
算
で
組
み
た
い
と
の
意
向

の
よ
う
で
す
。

計
画
で
は
事
業
目
的
を

「
市
民
活
動
の
支
援
と
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、

市
民
文
化
の
向
上
等
を
図
る

た
め
の
拠
点
と
な
る
（
仮
称
）

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
を
整
備

す
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

借
り
上
げ
料
、
施
設
整
備

を
含
め
る
と
一
億
円
近
い
予

算
と
な
る
た
め
に
、
22
年
度

の
事
業
で
も
23
％
増
に
な
っ

た
当
初
予
算
に
は
入
れ
ら
れ

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

市
民
か
ら
は
、
「
財
政
が

厳
し
い
か
ら
国
保
の
値
上
げ

だ
な
ど
い
う
と
き
に
、
あ
き

れ
た
感
覚
だ
」
と
批
判
の
声

が
出
て
い
ま
す
。

朝
日
の
「
政
治
コ

ラ
ム
」
は
民
主
党

支
持
率
が
鳩
山
内

閣
発
足
直
後
の
46

％
か
ら
最
近
は
34

％
ま
で
落
ち
て
い

る
の
に
、
自
民
党

支
持
派
15
％
か
ら

18
％
と
わ
ず
か
な
変
化
で
、

自
民
党
は
「
反
民
主
」
の
受

け
皿
に
な
り
き
れ
て
い
な
い

結
果
だ
と
い
っ
て
い
ま
す
▼

31
％
か
ら
41
％
に
増
え
て
い

る
の
は
無
党
派
層
で
、
こ
れ

は
「
自
民
党
支
持
を
や
め
た

け
ど
民
主
支
持
に
も
な
ら
な

か
っ
た
人
た
ち
」
と
「
民
主

党
に
期
待
し
た
け
ど
幻
滅
し

た
人
た
ち
」
が
か
な
り
い
る

と
分
析
し
て
い
ま
す
▼
「
コ

ラ
ム
」
の
分
析
は
今
夏
の
参

議
院
選
挙
は
「
政
党
支
持
基

盤
の
流
動
化
と
激
変
の
も
と

で
、
た
た
か
い
い
か
ん
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
他
党
支
持
者
、

無
党
派
層
の
な
か
で
、
日
本

共
産
党
の
支
持
を
大
規
模
に

獲
得
す
る
条
件
が
大
き
く
広

が
っ
て
い
る
」
と
第
25
回
党

大
会
決
議
と
共
通
す
る
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。
「
民
主

党
で
も
自
民
党
で
も
な
い
勢

力
が
大
き
な
飛
躍
を
す
る
チ
ャ

ン
ス
が
あ
る
だ
ろ
う
」
と
い

う
多
く
の
人
た
ち
の
思
い
に
、

今
度
こ
そ
応
え
た
い
も
の
で

す
。
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ま
る
ひ
ろ
フ
ロ
ア
ー
利
用

施
設
整
備
を
２
２
年
度
に

２月２４日（水）午後６時開会

集合：飯能駅南口

集会後デモ行進を行います。

●稲荷分署 → 銀座通り → 郵便局 →

東飯能西口 → 飯能駅北口解散

主催：飯能日高地域春闘共闘会議・春のた

たかい実行委員会

埼玉土建飯能日高支部内(９７４-０３３０)



17
日
、
埼
玉
土
建
飯
能
日

高
支
部
は
、
市
内
建
設
労
働

者
の
仕
事
確
保
や
ア
ス
ベ
ス

ト
対
策
、
耐
震
問
題
な
ど
に

つ
い
て
飯
能
市
と
懇
談
行
い
、

日
本
共
産
党
の
金
子
敏
江
、

滝
沢
修
市
議
も
同
席
し
ま
し

た
。飯

能
日
高
土
建
支
部
の
飛

山
副
支
部
長
は
「
政
権
交
代

で
県
や
市
の
公
共
工
事
に
も

波
及
を
懸
念
し
て
い
る
。
民

間
工
事
も
減
少
が
続
き
建
設

労
働
者
の
日
当
は
１
万
３
９

６
３
円
と
０
５
年
以
降
最
低

の
賃
金
に
な
っ
て
い
る
。
市

内
建
設
業
者
を
守
る
た
め
に

一
緒
に
施
策
を
考
え
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、

懇
談
に
は
い
り
ま
し
た
。

公
共
事
業
の
前
倒
し

も
埼
玉
土
建
が
要
望
す
る
市

民
生
活
に
直
結
す
る
生
活
型

公
共
工
事
で
は
、
飯
能
市
は

22
年
度
に
予
定
し
た
工
事
に

つ
い
て
、
国
が
創
設
し
た

「
地
域
活
性
化
・
き
め
細
や

か
な
臨
時
交
付
金
」
に
よ
り

総
額
１
億
７
千
万
円
の
工
事

を
３
月
の
補
正
予
算
に
組
込

み
、
前
倒
し
で
進
め
る
と
答

え
、
道
路
舗
装
打
換
工
事
や

保
育
所
の
外
装
、
外
流
し
の

工
事
や
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
カ
ー

テ
ン
取
替
え
な
ど
16
事
業
を

地
元
業
者
優
先
に
発
注
を
考

え
て
い
る
事
。
ま
た
、
長
年

に
わ
た
り
要
望
を
重
ね
て
き

た
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制

度
は
、
「
緊
急
対
策
住
ま
い

の
環
境
改
善
資
金
補
助
制
度
」

と
し
て
22
年
度
か
ら
実
施
予

定
で
、
自
己
の
居
住
用
住
宅

で
築
５
年
以
上
を
経
過
し
て

い
る
住
宅
に
つ
い
て
内
外
装

の
修
理
・
修
繕
、
増
改
築
、

居
室
、
浴
室
、
台
所
や
ト
イ

レ
等
の
改
良
・
改
善
、
耐
震

補
強
に
つ
い
て
、
工
事
費
の

５
％
で
10
万
円
を
限
度
に

（
２
０
０
万
円
の
改
修
工
事

で
10
万
円
の
補
助
）
実
施
さ

れ
る
事
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

14
日
、
笠
縫
の
原
屋
さ
ん

か
ら
八
高
線
沿
い
に
岩
沢
方

面
へ
向
か
っ
た
笠
縫
地
内
に

「
加
能
里
遺
跡
公
園
」
が
開

園
し
ま
し
た
。

こ
の
地
は
１
万
年
近
く
に
わ

た
っ
て
縄
文
人
が
暮
ら
し
て

い
た
と
さ
れ
多
く
の
遺
跡
が

発
見
さ
れ
た
こ
と
か
ら
公
園

の
名
前
が
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

面
積
は
２
６
０
０
㎡
、
走

り
回
れ
る
多
目
的
広
場
、
幼

児
用
遊
具
や
市
民
花
壇
の
あ

る
木
漏
れ
日
広
場
、
散
歩
途

中
で
ベ
ン
チ
に
座
り
思
い
っ

き
り
背
伸
び
の
で
き
る
背
の

ば
し
ベ
ン
チ
や
ぶ
ら
下
が
っ

て
ス
ト
レ
ッ
チ
の
で
き
る
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
広
場
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
整
備
に
あ
た
っ
て
は
地

元
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
も
行
わ

れ

住
民
の
意
見
が
反
映
さ

れ
た
公
園
と
な
り
ま
し
た
。

２０１０年２月２１日 ＮＯ．１７１2

『
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
』
を
創
設

埼
玉
土
建
飯
能
日
高
支
部
が
市
と
懇
談

ガ
ソ
リ
ン
券
が
家
族

に
も
適
用
さ
れ
ま
す

現
在
、
身
体
障
害
者
手
帳

１
級
～
３
級
の
方
で
自
分

の
車
を
所
持
し
運
転
す
る

方
に
年
間
24
枚
の
ガ
ソ
リ

ン
券
（
１
枚
１
２
０
０
円

分
）
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

免
許
が
あ
っ
て
も
本
人

は
運
転
で
き
ず
家
族
が
運

転
し
て
通
院
等
に
利
用
す

る
場
合
も
対
象
に
し
て
ほ

し
い
と
い
う
要
望
が
出
さ

れ
て
お
り
、
日
本
共
産
党

市
議
団
は
議
会
で
何
度
も

取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

22
年
４
月
か
ら
精
神
的
及

び
経
済
的
負
担
の
軽
減
を

図
る
と
し
て
身
体
障
害
者

や
知
的
障
害
者
と
生
計
を

一
に
し
て
い
る
家
族
に
対

し
て
も
支
給
対
象
と
な
る

事
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

飯
能
民
商
（
℡
９
７
３
ー

４
４
３
２
）
・
清
流
道
場

（
道
場
長
・
箱
田
俊
昭
氏
）

は
毎
週
水
曜
日
夜
に
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
一

年
間
の
ま
と
め
に
よ
る
と
、

開
催
数
は
４
７
回
、
相
談

者
は
38
人
、
参
加
人
数
は

延
べ
４
２
９
人
に
の
ぼ
り

ま
し
た
。
道
場
は
多
重
債

務
な
ど
の
相
談
を
相
談
者
、

ま
た
解
決
し
た
会
員
が
集

団
で
知
恵
を
出
し
合
い
、

弁
護
士
な
ど
の
助
言
も
受

け
て
自
ら
解
決
し
て
い
く

の
が
特
徴
で
す
。
今
年
の

解
決
状
況
は
、
不
当
利
得

返
還
請
求
（
過
払
金
請
求
）

19
人
・
54
社
、
特
定
調
停

８
人
・
15
社
、
ヤ
ミ
金
１

人
、
住
宅
ロ
ー
ン
相
談
１

人
、
破
産
の
申
立
２
人
、

住
宅
ロ
ー
ン
返
済
相
談
１

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

相
談
し
て
解
決
し
た
Ａ
さ

ん
は
、
「
こ
こ
数
年
間
、

多
重
債
務
に
苦
し
ん
で
き

ま
し
た
。
昼
夜
の
ア
ル
バ

イ
ト
収
入
の
半
分
以
上
が

返
済
で
し
た
が
思
い
切
っ

て
相
談
し
１
７
０
万
円
が

支
払
い
無
し
に
な
っ
た
だ

け
で
な
く
１
７
０
万
円
の

過
払
い
金
が
戻
っ
て
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
」
と
喜
び
の
声

を
寄
せ
て
い
ま
す
。

多
重
債
務
の
相
談
は

民
商
の

清
流
道
場
へ

名
栗
、
原
市
場
な
ど
高

校
等
に
通
う
学
生
に
対
す

る
バ
ス
代
助
成
を
求
め
る

声
が
出
さ
れ
、
こ
の
間
、

日
本
共
産
党
原
市
場
・
名

栗
支
部
が
署
名
運
動
に
も

取
り
組
ん
で
き
た
バ
ス
代

助
成
の
予
算
案
が
提
案
さ

れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。

対
象
者
は
、
高
等
学
校

等
（
私
立
中
学
校
、
学
校

教
育
法
に
定
め
る
専
修
学

校
、
各
種
学
校
）
に
通
学

す
る
生
徒
の
保
護
者
で
、

一
年
定
期
券
で
１
０
万
円

以
上
に
な
る
地
域
（
下
赤

工
、
堂
西
、
南
高
麗
・
上

直
竹
よ
り
遠
い
地
域
）
。

補
助
内
容
は
、
一
年
定

期
代
か
ら
１
０
万
円
を
差

し
引
い
た
額
、
そ
れ
以
外

の
定
期
購
入
者
に
は
そ
の

差
額
を
月
々
に
補
助
す
る
。

一
年
定
期
の
場
合
は
、
紛

失
の
リ
ス
ク
が
あ
る
た
め

四
分
割
し
た
定
期
券
を
販

売
す
る
予
定
で
す
。

中
藤
在
住
の
あ
る
お
母

さ
ん
は
、
「
制
度
が
で
き

た
こ
と
は
あ
り
が
た
い
が
、

年
度
当
初
出
費
も
多
く
、

一
年
定
期
を
一
括
し
て
購

入
す
る
の
は
と
て
も
無
理
。

四
分
割
の
定
期
券
を
受
け

取
る
と
き
に
支
払
え
る
よ

う
に
な
れ
ば
助
か
る
」
と

語
っ
て
い
ま
す
。

遠
距
離
通
学
者
に

通
学
費
補
助
制
度
を
実
施

笠
縫
地
内
に
新
し

い
公
園
が
オ
ー
プ
ン


